
陸奥湾の海況自動観測システムは、1974年（昭

和49年）に初代のシステムが設置されてから二回

のシステム更新を経て、現在まで観測が続けられて

おり、約30年間に及ぶ観測データが蓄積されてい

ます。

現在のシステムは、テレメータブイ３基（平舘、

青森、東湾）、自記ブイ１基（野辺地）、中継局及び

基地局により構成されています（図１）。テレメー

タブイでは、水温、塩分等の24時間の連続観測を

行っており、観測データは１時間毎に、中継局を経

て基地局に送られます。また、自記ブイで24時間

連続観測した水温は、任意の期間（約６ヶ月間）ま

とめてデータ処理を行っています（表１）。

これらの観測データをもとに、毎時の最新のデー

タをテレホンサービス（TEL 017－755－3331）

で、毎朝９時の水温を東奥日報朝刊でお知らせして

います。また、毎週火曜日発行の陸奥湾海況情報

質及び合成抗菌剤を使用した場合には、使用記録を

付けるよう規定されましたので、もし、使用した場

合には所定の様式に従い記録し保管するようお願い

します。様式については所属する漁業協同組合に問

い合せください。漁協にない場合は管内普及所、水

産事務所及び増養殖研究所に問い合わせください。

施 行 猶 予

このように、動物用医薬品の使用についての規制

が強化されましたが、現状では代替薬がないものも

多く、未承認医薬品の使用禁止は水産動物の卵、稚

仔（１ｇ未満）については、陸上の種苗生産施設で

管理・育成されているものに限り平成17年７月31

日まで適用されません。

また、すずき目、にしん目、うなぎ目、こい目、かれ

い目及びくるまえび以外の水産動物への使用規制省

令の適用は、平成16年１月31日まで猶予されます。

水産用医薬品の使用について

農林水産省の組織改編により、水産用医薬品の所

管が水産庁栽培養殖課から新たに設置された消費安

全局衛生管理課に移行し、そこで、新しい「水産用

医薬品の使用について」（第17号）のパンフレット

が最近できましたので、近日中に関係機関へ配布す

る予定です。基本的には各魚種で使用できる水産用

医薬品の使用基準は今までと変わりありません。た

だ、今までは特定の魚種で指定されていたものが、

ぶり、まだい、かんぱち、しまあじ等がすずき目、

にじます、ぎんざけ、いわな等がにしん目、また、

ひらめ、ほしがれい、まこがれい等がかれい目とし

て魚種単位ではなく目単位で使用基準が定められて

います。すなわち、種から科を含む大きな目単位と

なり幅が広がった点では、今後の対応を考えると喜

ばしいことです。

今後、関係機関への巡回指導の際には医薬品使用

で間違いのないよう説明をしていく予定ですが、早

急に使用が迫られていたり、疑問がある場合には、

当所まで連絡してください。

現在、一般消費者の食品の安全性に対する意識が

高まっている中、誤った医薬品の使用により生じた

問題は、その水産物だけでなく、水産業全体が一般

消費者の信頼を失うことにもなりかねませんので、

適正な水産用医薬品の使用により、安全な水産物の

生産に努力していきましょう。
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図１　陸奥湾海況自動観測システム配置図
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（図２）には、１週間ごとの水温の推移や現況など

を記載しています。この情報は、県関係７機関、湾

内沿岸９市町村及び18漁協にファックス配信して

います。この他、当所で発行しているホタテガイ採

苗情報、ホタテガイ養殖管理情報への水温データの

提供と大学など研究機関等からの依頼によるデータ

提供も随時行っています。

さらに、2001年（平成13年）12月からは当所のホー

ムページ上に、2001年７月からの陸奥湾海況情報と

観測開始から現在までの水温、気温の日平均値の図

を掲載していますので、こちらの情報もご利用下さい。

（増養殖研究所のホームページのアドレス

http://www.net.pref.aomori.jp/zoshoku）

平成15年４月１日に水産試験場と水産増殖センター・内水面水産試験場の三機関を統合した青森県水産総

合研究センターが新たに組織編成されました。これにより水産増殖センターは新機関の下部機関、増養殖研究

所へと名称が変わりました。新体制への移行にともない、水産増殖センター「センターだより」は現在の号を

継承し、第98号より青森県水産総合研究センター「増養殖研究所だより」と誌名を変更いたしました。
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表１　陸奥湾海況自動観測システムの観測項目
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